
　

母
校
登
山
部
は
、
七
月
二
十

八
日
〜
八
月
二
十
日
に
大
分
、

福
岡
県
な
ど
九
州
北
部
四
県
で

行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合
体
育

大
会
の
、
登
山
競
技
団
体
男
子

の
部
に
お
い
て
見
事
初
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
取
り
、
全
国
制
覇

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
今
年
の
「
優
勝
」

は
、
昨
年
同
大
会
で
三
位
と
な

り
、
今
年
こ
そ
は
と
燃
や
し
た

闘
志
と
、
厳
し
い
冬
季
の
鍛
練

で
培
っ
た
団
結
力
で
得
た
成
果

で
す
。

　

同
部
は
、
細
木
祐
吾
監
督
、

井
川
貴
裕
主
将
以
下
部
員
十
七

名
、
創
部
五
十
二
年
の
歴
史
の

中
で
、
つ
い
に
悲
願
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

偉
業
を
顕
彰
す
る
た
め
、
母
校

創
立
九
十
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
本
工
業
会
が
寄
贈
し
ま
し

た
新
「
栄
光
の
碑
」
に
、
登
山

部
の
全
国
高
校
総
体
優
勝
と
、

メ
ン
バ
ー
、
監
督
の
名
前
が
刻

ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
埋
め
込
み

ま
し
た
。

　

高
校
総
体
優
勝
の
祝
賀
会
が

十
二
月
七
日
（
土
）、本
工
業
会
・

登
山
部
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
り
、
下
松

工
業
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
に
は
、
現
役
登
山

部
員
十
二
名
、
登
山
部
Ｏ
Ｂ
十

六
名
、
母
校
関
係
者
五
名
、
工

業
会
関
係
者
十
一
名
、
合
計
四

十
四
名
が
参
加
し
て
盛
大
な
祝

賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
中
校
長
、
河
村
会
長
の
挨

拶
の
あ
と
、Ｏ
Ｂ
の
高
橋
義
宏

氏
（
Ｍ
54
）
か
ら
も
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
細
木
監
督
の
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
た
大

会
報
告
で
は
、
競
技
内
容
、
配

点
・
獲
得
点
数
、
評
価
項
目
の

体
力
、歩
行
、装
備
、設
営
撤
去
、

炊
事
、
天
気
図
、
自
然
観
察
、

救
急
等
の
学
科
テ
ス
ト
や
、
マ

ナ
ー
項
目
で
も
審
査
さ
れ
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

工
業
会
か
ら
は
、
記
念
品
と

し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
十
セ
ッ
ト
を
贈

呈
の
後
、
出
場
選
手
四
名
の
挨

拶
が
あ
り
、
祝
勝
エ
ー
ル
、
校

歌
斉
唱
で
、
来
年
次
の
健
闘
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
主

催
の
第
五
十
一
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
が
、
静
岡
・
千
葉
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大

会
は
、
二
十
三
才
以
下
の
一
、

一
二
十
七
名
が
参
加
し
て
、
十

一
月
十
六
日
〜
二
十
五
日
の
期

間
、
各
種
技
能
競
技
が
繰
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
会
会
員
で
、
平
成
二
十
三

年
、
シ
ス
テ
ム
機
械
科
卒
の
田

上
祐
平
氏
（
㈱
日
立
製
作
所
笠

戸
事
業
所
勤
務
）
が
、
電
気
溶

接
の
部
で
見
事
金
賞
を
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
も
の
づ
く
り
山
口

県
の
代
表
と
し
て
又
、
技
能
立

国
日
本
を
背
負
う
人
材
と
し

て
、
更
な
る
技
能
向
上
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

　

今
は
懐
か
し
い
学
校
寄
宿
舎

「
彩
沢
寮
」
で
は
、
彩
沢
寮
文
化

部
が
毎
年
寮
誌
を
編
集
発
行
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
第
十
四
号
（
昭
和
三
十

五
年
三
月
）
第
十
五
号
（
昭
和

四
十
年
二
月
）
第
十
六
号
（
昭

和
四
十
一
年
二
月
）
第
十
七
号

（
昭
和
四
十
二
年
二
月
）
の
四

年
分
が
当
会
に
提
供
さ
れ
ま
し

た
。

　

拝
見
し
ま
す
と
、
恩
師
の
寄

稿
文
「
寮
の
水
」
で
は
物
理
的

な
配
管
計
算
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

算
、
水
質
の
化
学
処
理
ま
で
記

載
さ
れ
て
お
り
、
学
術
誌
の
様

な
内
容
に
編
集
委
員
の
レ
ベ
ル

が
窺
わ
れ
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
寮
生
活
が
か

い
ま
見
ら
れ
る
文
章
、
人
生
へ

の
希
望
、
随
想
等
、
学
生
生
活

の
一
端
が
生
々
し
く
又
、
鮮
や

か
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
興
味

深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
号
で
は
、「
彩
沢
」
誌
の

一
端
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
種
情
報.

を
提
供
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の

地
域
支
部
間
交
流
会
が
活
発
に

　　
晩
秋
の
十
一
月
二
十
二
日
、

下
松
支
部
・
光
支
部
・
周
南
支

部
・
熊
毛
支
部
・
岩
国
支
部
・

防
府
支
部
・
広
島
支
部
・
本
部

役
員
の
総
勢
二
十
三
名
が
参
加

し
て
、
下
松
市
の
景
勝
地
、
笠

戸
島
の
国
民
宿
舎
「
大
城
」
で

一
泊
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
初
こ
の
交
流
会
は
、
周
南

地
区
で
支
部
間
の
親
睦
を
図
る

た
め
、
合
同
で
の
懇
親
旅
行
を

計
画
し
て
は
と
の
意
見
が
あ

り
、
検
討
の
結
果
ま
ず
第
一
段

階
は
交
流
会
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
懇
親
会
で
は
、
通
学

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ス
タ
ン
ド
集

合
等
、
懐
か
し
い
話
題
も
飛
び

出
し
、
和
気
藹
藹
の
雰
囲
気
で

し
た
。

　

散
会
後
は
宿
泊
室
で
の
懇
親

タ
イ
ム
に
移
行
し
ま
し
た
が
、

中
に
は
遅
く
ま
で
盛
り
上
っ
た

部
屋
も
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

次
回
は
是
非
温
泉
地
で

「
湯
っ
た
り
と
」
学
生
時
代
に

還
っ
て
み
た
い
と
の
意
見
も
あ

り
、
今
後
の
活
発
な
交
流
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　

河
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正
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Ｃ
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副
会
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早
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昭
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Ｃ
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Ｅ
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Ｍ
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Ｃ
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Ｃ
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岩
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Ｍ
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Ｃ
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Ｃ
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Ｍ
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司　

Ｍ
30

光　
　
　

山
本　

和
男　

Ｍ
36

下　

松　

植
中
新
太
郎　

Ｃ
39

下　

松　

白
井　

春
好　

Ｍ
41

熊　

毛　

林　
　

通
生　

Ｍ
30

熊　

毛　

阿
川　
　

勇　

Ｃ
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Ｃ
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岸
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Ｍ
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以
上　

二
十
三
名

　

平
成
三
十
三
年
に
は
、
母

校
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
百
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
世
紀
の

区
切
り
の
意
味
で
記
念
事
業

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
具
体
的
な
内

容
は
、
今
後
委
員
会
又
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
て

検
討
し
い
く
予
定
で
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
九
十
周
年

時
実
施
し
た
内
容
を
列
記
し

ま
す
。

一
、
九
十
周
年
祝
賀
会

平
成
二
十
三
年
十
一
月

十
八
日

周
南
市　

ザ
・
グ
ラ
マ

シ
ー
に
て
開
催

出
席
者　

百
九
十
四
名

一
、
記
念
講
演
会

平
成
二
十
四
年
三
月
二

十
七
日

下
松
市　

ス
タ
ー
ピ
ア

く
だ
ま
つ
に
て
開
催

演
題
「
宇
宙
飛
行
士
訓

練
〜
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

時
」

講
師　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙

航
空
研
究
機
構
）

金
井
宣
茂
宇
宙
飛
行
士

聴
講
者　

約
五
百
名

一
、
栄
光
の
碑
の
増
設

（
追
加
事
業
）

平
成
二
十
五
年
六
月
十

一
日　

除
幕
式
実
施

母
校
へ
の
記
念
事
業

吹
奏
楽
の
楽
器
購
入

　
　
　
　
　
　
　

一
式

図
書
購
入　
　
　

一
式

グ
ラ
ン
ド
整
備
一
部

一
、
下
松
工
業
会
館
改
修

外
壁
塗
装

玄
関
改
修

ト
イ
レ
改
修（
一
部
分
）

内
壁
改
修
（
一
部
分
）

一
、
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

平
成
二
十
三
年
十
一
月

二
十
五
日

中
須
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
者　

七
十
五
名

以
上
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
事
業
費
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
で
す
。

募
金
目
標
額　
　

八
百
万
円

募
金
額　

八
百
八
十
二
万
円

　

百
周
年
記
念
事
業
で
は
、

九
十
周
年
と
違
い
節
目
に
な

り
ま
す
の
で
、
母
校
一
世
紀

の
軌
跡
を
記
録
し
た
「
記
念

誌
」
の
発
行
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
他
の
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な

ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
対

応
し
て
参
り
ま
す
。
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母
校
へ
の
愛
着

Ｃ
26　

幹
事　

松
村
祥
一
郎

　

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
日

（
金
）
下
松
市
「
池
田
屋
」
に

お
い
て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
何
分
母
校
を
卒
業
後
六

十
二
年
目
の
同
窓
会
な
の
で
、

三
十
九
人
に
開
催
案
内
を
し
ま

し
た
が
、
十
二
人
の
出
席
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
互
い

八
十
歳
を
超
え
残
る
人
生
も
僅

か
な
中
、
終
始
和
や
か
に
旧
交

を
暖
め
あ
い
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
工
業
会
事
務
局

の
槌
尾
様
に
ご
臨
席
頂
き
、
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
ど
も
同
級
生
は
、
人
生
の

若
き
良
い
時
代
を
共
に
歩
み
、

共
に
生
き
、
爾
来
六
十
有
余
年

人
生
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

た
得
難
い
友
で
あ
り
、
こ
れ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
大
切
な
財
産
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
同
窓
生
万

歳
折
あ
ら
ば
再
会
し
よ
う
」
を

合
言
葉
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
昭
和
二
十
年
終
戦

の
年
に
下
松
工
業
（
旧
制
）
に

入
学
し
た
も
の
が
多
く
、
六
三

三
制
施
行
に
伴
い
新
制
中
学

（
併
設
中
学
校
）
に
移
行
さ
れ
、

そ
の
後
新
制
高
校
の
下
松
工
業

高
等
学
校
に
、
引
き
続
き
入
学

し
て
卒
業
し
た
も
の
で
、
都
合

六
年
間
下
松
工
業
に
お
世
話
に

な
っ
た
者
た
ち
で
す
。

　

従
っ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
母

校
に
人
一
倍
愛
着
が
強
く
、
ま

た
強
い
誇
り
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。

　

私
た
ち
一
同
は
、
今
後
と
も

母
校
下
松
工
業
が
末
永
く
存
続

し
、
誇
り
あ
る
存
在
を
維
持
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
我
々
は
平
成
二
十
三
年

の
「
下
松
工
業
創
立
九
十
周
年
」

時
に
、
下
松
工
業
高
校
卒
業
六

十
周
年
記
念
同
窓
会
と
し
て
、

二
十
人
の
出
席
を
得
て
ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
こ
と
を
、

併
せ
て
お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
。

戦
中
の
思
い
出

平
成
二
十
五
年
十
月
九
日

Ｍ
23　

同
窓
会

場
所　

下
松
市　

升
吉

幹
事　

兼
平
敦
登　
　

　

昭
和
十
八
年
入
学
、
昭
和
二

十
年
終
戦
、
三
年
生
は
学
徒
動

員
で
工
場
で
働
く
、
入
学
時
か

ら
竹
中
先
生
が
主
任
教
員
で

我
々
の
面
倒
を
見
て
頂
い
た
、

当
時
は
ボ
ッ
チ
ャ
ン
先
生
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
、
六
・
五
学

年
で
卒
業
（
中
学
校
時
代
）

　

昭
和
二
十
四
年
、
六
・
三
・

三
制
で
初
め
て
１
期
の
高
校
卒

業
生
で
あ
り
、
終
戦
後
の
就
職

で
皆
苦
労
し
ま
し
た
、
終
戦
と

同
時
に
学
校
を
や
め
た
人
も
あ

り
、
遠
い
所
で
は
韓
国
か
ら
来

た
人
や
、
見
島
か
ら
来
た
人
も

い
ま
し
た
。

　

二
十
才
で
の
逝
去
者　

二
名

　

四
十
才　
　
　
　
　
　

一
名

　

五
十
才　
　
　
　
　
　

一
名

　

六
十
才　
　
　
　
　
　

六
名

　

七
十
才　
　
　
　
　
　

六
名

　

八
十
才　
　
　
　
　
　

六
名

　

当
日
の
十
月
九
日
は
台
風
が

来
そ
う
で
し
た
が
、
皆
の
考
え

で
同
窓
会
を
実
施
、
強
い
意
志

の
力
で
台
風
を
追
い
払
い
、
良

い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

生
存
者
二
十
八
名
中
元
気
な

人
は
十
名
、
竹
中
先
生
を
含
め

て
参
加
者
十
一
名
で
愉
し
い
同

窓
会
で
し
た
。

　

竹
中
先
生
（
九
十
二
才
）
か

ら
「
諸
君
は
私
に
と
っ
て
一
番

の
思
い
出
の
ク
ラ
ス
で
す
か
ら
、

体
の
続
く
限
り
出
席
し
ま
す
」

と
言
っ
て
頂
き
感
激
で
し
た
。

　

同
窓
会
を
始
め
た
平
成
三
年

か
ら
今
年
で
十
六
回
を
数
え
ま

す
が
、
い
つ
も
昔
話
に
花
が
咲

き
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

残
り
少
な
い
人
生
の
思
い
出

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
だ
け
毎
年
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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２
組
ク
ラ
ス
会

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
六
日

幹
事　

田
中
秀
夫

場
所　

周
防
大
島
「
大
観
荘
」

参
加
者　

十
一
名

　

こ
こ
数
年
、
二
年
毎
に
開
催

し
て
お
り
、
卒
業
以
来
十
回
と

な
り
ま
し
た
。

　

万
年
幹
事
を
地
元
五
名
で
引

受
け
て
お
り
、
今
回
は
久
々
に

一
泊
し
て
「
十
五
の
春
」
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
賑
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
回
の
日
程
（
平
成
二
十
七

年
ご
ろ
）
を
決
め
て
、
健
康
で

の
再
会
を
約
し
て
、
散
会
致
し

ま
し
た
。　

　　
電
気
科
41
年
卒
同
窓
会

平
成
二
十
年
四
月
二
十
七
日

場
所　

ザ
・
グ
ラ
マ
シ
ー

幹
事　

岸
村
敬
士

　

七
十
六
名
中
（
住
所
不
明
十

一
名
、
故
人
一
名
）
二
十
二
名

の
参
加
で
す
。

　

十
三
年
振
り
に
開
催
し
ま
し

た
。
中
に
は
、
卒
業
以
来
の
仲

間
も
お
り
ま
し
た
。
幹
事
と
し

て
名
前
と
顔
（
但
し
卒
業
ア
ル

バ
ム
よ
り
）
は
イ
ン
プ
ッ
ト
し

て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

顔
と
名
前
が
一
致
し
な
い
人
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
二
〜
三

時
間
一
緒
に
い
る
と
、
不
思
議

に
昔
の
学
生
時
代
に
戻
っ
て
し

ま
う
の
が
、「
仲
間
」
の
な
せ

る
わ
ざ
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　

卒
業
時
、
県
内
は
不
景
気
で

就
職
先
が
少
な
く
、
大
半
が
県

外
へ
出
て
行
き
ま
し
た
。
現
在

で
も
、
県
外
在
住
者
が
二
十
五

〜
六
名
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

福
島
県
や
東
京
の
方
も
駆
け
つ

け
て
頂
き
、
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

関
東
地
区
だ
け
で
も
、
十
名

程
度
は
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、

次
回
は
東
京
で
の
開
催
を
計
画

し
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
わ
ず
か
三
年
間
の

学
生
時
代
で
し
た
が
、
仲
間
と

い
う
も
は
本
当
に
凄
い
も
の
だ

と
感
心
し
ま
し
た
。
心
か
ら
楽

し
か
っ
た
。
み
ん
な
あ
り
が
と

う
・
ま
た
会
お
う
。

　
Ｓ
47
年
卒 

還
暦
同
窓
会

平
成
二
十
五
年
八
月
十
四
日

幹
事　

石
井
道
明

　

早
い
も
の
で
三
度
目
の
成
人

式
を
迎
え
て
、
下
松
の
「
料
亭

は
ら
だ
」
へ
三
十
八
名
が
集
合

し
ま
し
た
。

　

合
同
同
窓
会
は
、
今
回
で
二

回
目
五
年
ぶ
り
の
再
会
で
す
。

　

会
は
山
本
君
の
挨
拶
に
始
り
、

有
森
君
に
よ
る
名
司
会
の
も
と
、

村
中
校
長
先
生
の
挨
拶
の
あ
と
、

懇
親
の
席
は
高
校
時
代
の
話
な

ど
で
大
盛
り
上
が
り
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
ギ
タ
ー
の
生
演

奏
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
熱
狂
し
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
校
歌
斉
唱
と

二
時
間
三
十
分
が
、
瞬
く
間
に

過
ぎ
、
同
窓
会
は
盛
況
裡
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
三
年
後
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
年
に
開
く
予
定
で

す
。
み
ん
な
全
員
集
合
で
す
‼

　

一
緒
に
楽
し
く
美
味
し
い
お

酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
‼
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同
期
会
報
告

　
　

平
成
二
十
五
年
六
月
十
日

　
　

場
所　

下
松
市
「
大
城
」

　
　

幹
事　

山
本
和
男

　

今
回
の
同
期
会
の
参
加
者
は

総
勢
二
十
四
名
で
、
内
ゴ
ル
フ

参
加
者
は
十
一
名
。（
中
須
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
プ
レ
ー
）

　

翌
日
の
十
一
日
に
は
、
母
校

を
訪
問
し
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
村
中
校
長
先
生
よ

り
学
校
の
状
況
説
明
を
お
聞
き

し
て
、
そ
の
後
実
習
室
等
を
見

学
し
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

同
期
会
は
い
つ
も
地
元
で
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
回
は

関
東
地
区
で
の
開
催
を
考
え
て

い
ま
す
。

 

そ
の
他
の
ク
ラ
ス
会

 

開
催
状
況

　
　
平
成
二
十
五
年

　
　
　
　
　
　
一
月
〜
十
二
月

　
Ｍ
34　
五
月
十
八
日

　
　
　
　

十
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

黒
田
義
則

　
　
　
　

廣
永
龍
男

　
Ｍ
27　
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　

十
二
名

　
　
　
　

き
ら
ぼ
し
館

　

幹
事　

弘
実
法
造

　
Ｃ
40　
十
月
十
三
日

　
　
　
　

十
五
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

井
上
則
男

　
Ｃ
39　
十
一
月
四
日

　
　
　
　

二
十
六
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

藤
田
文
明

　
Ｃ
34　
十
一
月
六
日

　
　
　
　

二
十
名

　
　
　
　
雙
津
峡
温
泉
・
錦
パ
レ
ス

　

幹
事　

大
田　

奥
村　

高
村

　
　
　
　

矢
野

　

現
在
支
部
は
、
地
域
懇
談
会

の
呼
称
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
本
欄
で
は
支
部
の
名
称
を

準
用
し
ま
す
。

柳
井
支
部

支
部
長　

藤
沢　

宏
司（
Ｅ
56
）

事
務
局　

原
田　

浩
治（
Ｅ
57
）

　

開
催
日　

二
月
二
十
三
日

　

出
席
者　

四
十
名

　

場　

所　

柳
井
市
ベ
ル
ゼ

下
松
支
部

支
部
長　

植
中
新
太
郎（
Ｃ
39
）

副
支
部
長　

藤
田　

文
明（
Ｃ
39
）

事
務
局　

槌
尾　

博
之（
Ｍ
35
）

　

開
催
日　

六
月
二
十
一
日

　

出
席
者　

三
十
一
名

　

場　

所　

下
松
工
業
会
館

熊
毛
支
部

支
部
長　

林　
　

通
生（
Ｍ
32
）

事
務
局　

阿
川　
　

勇（
Ｃ
31
）

　

開
催
日　

六
月
二
十
九
日

　

参
加
者　

十
五
名

　

場　

所　
勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

光
支
部

支
部
長　

林　
　

洋
司（
Ｍ
30
）

事
務
局　

山
本　

和
男（
Ｍ
36
）

　

開
催
日　

七
月
六
日

　

参
加
者　

四
十
三
名

　

場　

所　

光
市　

松
原
屋

周
南
支
部

支
部
長　

山
本　

哲
夫（
Ｃ
44
）

副
支
部
長　

和
田　

和
年（
Ｅ
39
）

　

同　
　

柳　
　

知
明（
Ｅ
44
）

事
務
局　

松
村　

昌
幸（
Ｅ
56
）

　

開
催
日　

九
月
二
十
八
日

　

出
席
者　

三
十
一
名

　

場　

所　

ザ
・
グ
ラ
マ
シ
ー

広
島
支
部

支
部
長　

江
村
克
己（
Ｍ
34
）

事
務
局　

西
方
栄
治（
Ｅ
43
）

　

開
催
日　

十
月
二
十
五
日

　

出
席
者　

八
名

　

場　

所　

広
島
市
ひ
ろ
里

東
京
支
部

支
部
長　

岡
野　

傳
司（
Ｃ
40
）

事
務
局　

藤
井　

和
良（
Ｍ
45
）

　

開
催
日　

十
一
月
二
十
四
日

　

出
席
者　

二
十
七
名

新
支
部
長　

土
谷　

康
夫（
Ｍ
42
）

　

場　

所　

霞
が
関
ビ
ル

　
　
　
　
　
東
海
大
学
校
友
会
館

周
防
大
島
支
部

支
部
長　

川
端　
　

修（
Ｍ
27
）

事
務
局　

山
本　

敏
博（
Ｍ
33
）

　
　
　
　

村
岡　

教
治（
Ｃ
38
）

　

開
催
日　

十
一
月
三
十
日

　

出
席
者　

十
三
名

　

場　

所　

柳
井
市
ベ
ル
ゼ

岩
国
支
部

支
部
長　

沖
本　
　

勝（
Ｍ
39
）

副
支
部
長　

中
谷　

敏
豊（
Ｍ
42
）

　

開
催
日　

十
二
月
七
日

　

出
席
者　

二
十
三
名

　

場　

所　

岩
国
市
開
花
亭

C26

M23

M33

E41

M36

E47

登
山
部
優
勝

祝
賀
会
開
催

一
泊
交
流
会

開
催
さ
れ
る

地
域
支
部
紹
介

快挙

技
能
五
輪

   

金
メ
ダ
ル

寮
誌
「
彩
沢
」

　 

提
供
さ
れ
る

　

こ
れ
ら
記
念
事
業
の
実
施
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
資
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
の
事
業
資
金
募
集

計
画
は
、
八
年
間
で
会
員
一
人

あ
た
り
一
万
円
、
最
終
募
金
総

額
は
千
六
百
万
円
を
目
標
に
し

い
ま
す
。
募
金
を
一
度
に
お
願

い
す
る
こ
と
は
、
大
変
厳
し
い

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
数
年
に
わ
た
り
少
し
ず
つ

提
供
い
た
だ
く
「
積
立
方
式
で
、

対
応
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
「
積
立
方
式
」
は
、

既
に
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
改
め
て
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

現
在
約
一
万
六
千
人
の
同
窓

生
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
内

下
松
工
業
会
会
員
は
約
千
六
百

名
で
す
。
こ
れ
は
社
団
法
人
制

度
の
変
革
に
よ
り
、
会
費
納
入

者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
よ

う
、
行
政
官
庁
の
指
導
に
よ
り
、

定
款
が
変
更
さ
れ
た
た
め
で

す
。

　

当
工
業
会
で
は
、
未
会
員
同

窓
生
の
皆
様
が
一
名
で
も
多

く
、
入
会
さ
れ
、
会
費
を
納
入

下
さ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
同
窓
生
、
会
員

各
位
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
百
周
年
に
向
け
て

光支部 光支部


